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龍 ケ 崎 市 は 給 食 セ ン タ ー

第 二 調 理 場 の 解 体 に 向 けて 、 本 年 度 は 実 施 設 計 を 策定 す る 。 業 務 は ㈱ ジ ュ ン 設計 に 委 託 し た 。 委 託 額 は １１ ４ 万 １ ８ ８ ０ 円 （ 税 抜き ）  。 解 体 工 事 は ２ ０ ２ ４年 度 を 予 定 し て い る 。　
市 は 衛 生 機 能 の 改 善 や 少

子 化 に よ る 食 数 減 少 へ 対 応す る た め 、 新 学 校 給 食 セ ン 　
下 水 道 整 備 事 業 に つ い て

は 、 市 汚 水 処 理 施 設 整 備 構想 に 基 づ い て 、 整 備 を 推 進

地 の 利 活 用 方 法 は 現 段 階 では 未 定 と の こ と 。　
ま た 、 第 一 調 理 場 （ 馴 馬

町 ２ ８ ３ ０ ）  は 解 体 せ ず に 、所 管 を 管 財 課 へ 移 し て 倉 庫へ 転 用 す る 計 画 だ 。 改 修 工事 を 行 う か ど う か は 現 段 階で は 未 定 。 第 一 調 理 場 の 規模 は Ｓ 造 一 部 ２ 階 建 て 延 べ床 １ ０ ３ ０ ㎡ 。

8 4年 度 の 開

設 。明 申 請 書 な ど を 提 出 す る 必要 が あ る 。 申 請 書 な ど の 提出 期 間 は 今 月

2 3日 ま で 。 特

定 企 業 名 簿 へ の 掲 載 の 有 無は 、 ６ 月 ２ 日 ま で に 電 子メ ー ル で 通 知 す る 。　
五 霞 町 は 、 住 宅 等 に お け

る 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 導 入促 進 に 向 け 、 蓄 電 シ ス テ ム設 置 費 用 の 一 部 を 助 成 する 。 受 付 は ６ 月 １ 日 よ り 開始 。 補 助 額 は １ 施 設 あ た り５ 万 円 で 、 予 算 の 上 限 に 達 推 進 し て お り 、 老 朽 化 す る施 設 に つ い て 、 予 防 保 全 型管 理 を 行 い 、 計 画 的 な 改 築を 推 進 す る 。　
優 先 的 に 改 築 更 新 を 進 め

る 下 館 水 処 理 セ ン タ ー は 、処 理 能 力 が １ 日 あ た り １ 万７ ４ ０ ０ ㎥ ほ ど 。 供 用 開 始か ら

4 0年 近 く が 経 過 し て い

る 。　
耐 水 化 対 策 事 業 で は 、 水

害 に よ る 施 設 の 対 策 浸 水 深　
利 根 町 は 、  利 根 中 学 校  （ 横

須 賀 １ ２ ７ ７ ） 屋 内 運 動 場の 長 寿 命 化 改 良 工 事 を ２ ０２ ４ 年 度 に 行 う 計 画 だ 。 本年 度 は 工 事 に 向 け て 設 計 の策 定 に 取 り 掛 か る 。 設 計 は㈱ 相 澤 建 築 設 計 事 務 所 に 委託 し た 。 委 託 額 は ８ ８ １ 万円 （ 税 抜 き ）  。

タ ー の 建 設 を 進 め て い る 。施 工 は 大 昭 建 設 ・ 増 川 建 設Ｊ Ｖ グ ル ー プ で 、 こ と し ９月 に 竣 工 の 予 定 。 そ の た め既 存 に 第 一 調 理 場 と 第 二 調理 場 は 役 目 を 終 え る こ と とな る 。　
第 二 調 理 場  （ 市 ８ ７ ５ ７ ）

の 規 模 は Ｓ 造 一 部 ２ 階 建 て延 べ 床 １ １ ５ ７ ・ １ ９ ㎡ 。開 設 年 は １ ９ ９ ９ 年 度 。 跡　
国 土 交 通 省 常 総 国 道 事 務

所 は 、 東 関 東 自 動 車 道 水 戸線 （ 潮 来 ～ 鉾 田 ） で フ レ ーム ワ ー ク モ デ ル 工 事 （ 総 合評 価 ） に よ る 工 事 発 注 を 試行 す る 。 案 件 名 は 「 常 総 東関 道 ブ ロ ッ ク （ Ｂ ＋ Ｃ 等 級工 事 ）  」  。 概 要 は 道 路 土 工 、地 盤 改 良 工 、 法 面 工 。 工 事箇 所 は 行 方 市 両 宿 ～ 鉾 田 市野 友 の ３ カ 所 程 度 。 ７ 月 の入 札 を 予 定 し て い る 。　
フ レ ー ム ワ ー ク 工 事 は 、

申 請 書 な ど を 提 出 し た 企 業を 対 象 に 指 名 基 準 に よ り 選定 を 行 っ た う え で 、 指 名 競争 入 札 を 行 う 試 行 工 事 。　
参 加 希 望 者 は 参 加 意 思 表

し て い る 。

2 6年 度 ま で に 管

き ょ 施 設 等 の 整 備 が 必 要 とな る 区 域 を 精 査 ・ 抽 出 し 、ア ク シ ョ ン プ ラ ン 区 域 と して い る 。

2 7年 度 以 降 に は 、

汚 水 処 理 施 設 の 概 成 に 向 けて 、 整 備 計 画 を 進 め て いく 。　
改 築 更 新 事 業 は

2 1年 度 か

ら 進 め て お り 、 総 事 業 費 は
1 0億 ３ １ ０ ２ 万 円 と し て い

る 。 下 水 道 事 業 ス ト ッ ク マネ ジ メ ン ト 計 画 に 基 づ い て

　
下 妻 市 は 、 市 道 １ ０ ６ 号

線 （ 山 尻 地 内 ） の 歩 道 整 備工 事 を 実 施 す る 。 第 ２ 四 半期 に 、 指 名 競 争 入 札 を 行 う予 定 。 工 期 は ３ カ 月 ほ ど 。測 量 設 計 業 務 は ㈱ 測 研 茨 城　
参 加 要 件 は 、 Ｂ 等 級 は 関

東 地 方 整 備 局 管 内 に 本 店 、支 店 、 営 業 所 、 Ｃ 等 級 は 本県 内 に 本 店 。 道 路 工 事 の 掘削 ま た は 切 土 工 の 施 工 実 績な ど も 必 要 と な る 。し た 時 点 で 終 了 と な る 。　
設 備 の 要 件 は 、 電 力 を 繰

り 返 し 蓄 え 、 停 電 時 や 電 力需 要 ピ ー ク 時 な ど 必 要 に 応じ て 電 気 を 活 用 す る こ と がで き る も の で あ る こ と 、 太陽 光 発 電 設 備 と 接 続 さ れ 、 を 設 定 し 、 耐 水 化 の た め のハ ー ド ・ ソ フ ト 対 策 を 実 施す る 。 下 館 水 処 理 セ ン タ ーの 管 理 ・ ブ ロ ワ ー 棟 で は 屋外 ハ ン ド ホ ー ル の 躯 体 貫 通開 口 の 閉 塞 、 沈 砂 池 ・ ポ ンプ 棟 で は 縞 鋼 板 の 浮 上 防 止な ど を 行 う 。 マ ン ホ ー ル ポン プ は 、 現 場 操 作 盤 の 高 所へ の 移 転 な ど を 視 野 に 入 れる 。　
ま た 、 ５ ～

1 0年 程 度 で 進

め る 中 期 計 画 で は 、 汚 泥 処理 棟 、 汚 泥 消 化 タ ン ク 、 汚　
利 根 中 の 屋 内 運 動 場 は １

９ ８ ４ 年 築 で 、 Ｓ 造 平 屋 １１ ０ ０ ㎡ 規 模 。　
経 年 劣 化 に 対 応 す る た め

必 要 な 改 修 を 施 し 環 境 改 善を 図 る 。 予 定 す る 工 事 内 容は 屋 根 、 外 壁 、 内 壁 、 床 、ト イ レ な ど 。　
工 事 は 単 年 度 で 完 了 の 予

定 し て お り 、 屋 内 運 動 場 の改 修 が 完 了 し た 後 に 、 格 技場 の 改 修 工 事 も 予 定 し て いる 。　
な お 、 設 計 事 業 者 の 選 定

に 当 た っ て は ５ 月 ２ 日 に 指名 競 争 入 札 を 執 行 。 予 定 価

　
常 総 市 は 、 県 道 石 下 駅 中

沼 線 （ 新 石 下 地 内 ） の 道 路改 良 に 伴 う 配 水 布 設 替 工 事を 実 施 す る 。 実 施 設 計 の 指名 競 争 入 札 は 、 ５ 月

2 5日 に

開 札 予 定 。  工 事 に つ い て は 、第 ２ 四 半 期 に も 一 般 競 争 入札 を 公 告 し た い 考 え だ 。 工（ 下 妻 市 ） が 担 当 し た 。 用地 取 得 は 、 す で に 完 了 し てい る 。　
施 工 場 所 は 、 山 尻 地 内 に

あ る 鹿 島 神 社 付 近 で 南 北 にの び る 約

9 0ｍ 区 間 。

　
現 道 は 車 道 の み で 、 幅 員

は ５ ｍ ほ ど 。 片 側 に 幅 １ ～２ ｍ ほ ど の 歩 道 を 新 設 し てい く 。　
歩 道 を 整 備 す る こ と に よ

り 、 歩 行 者 の 安 全 性 を 確 保す る 。太 陽 光 発 電 設 備 に よ り 発 電さ れ る 電 力 を 充 放 電 で き るも の で あ る こ と 等 。　
申 請 用 紙 等 は 、 生 活 安 全

課 く ら し 環 境 グ ル ー プ 窓口 、 ま た は 町 ホ ー ム ペ ー ジに て 取 得 で き る 。　
問 い 合 わ せ 先 は 、 生 活 安

全 課 く ら し 環 境 グ ル ー プ（ Ｔ Ｅ Ｌ ０ ２ ８ ０

－

8 4

－

３

６ １ ８ ） ま で 。 泥 洗 浄 タ ン ク に お け る 防 水扉 の 設 置 な ど も 検 討 す る 。　
広 域 化 ・ 共 同 化 事 業 に つ

い て は 、 鷹 ノ 巣 団 地 汚 水 処理 施 設 の ほ か 、 幸 町 団 地 汚水 処 理 施 設 、 大 田 郷 駅 前 汚水 処 理 施 設 の 廃 止 お よ び 下　
プ ラ イ ム デ リ カ ㈱ （ 神 奈

川 県 相 模 原 市 ） は 、 龍 ケ 崎格 は ９ ３ ８ 万 円 （ 税 抜 き ）だ っ た 。

期 は ２ １ ０ 日 間 を 見 込 ん でい る 。　
工 事 概 要 に つ い て は 、 φ

１ ５ ０ Ｄ Ｉ Ｐ （ Ｇ Ｘ 管 ） 延長 １ ４ ０ ｍ 、 φ １ ０ ０ Ｄ ＩＰ （ Ｇ Ｘ 管 ） 延 長

2 0ｍ 、 φ

１ ０ ０ Ｈ Ｐ Ｐ Ｅ 延 長

8 0ｍ 、

φ

7 5Ｈ Ｐ Ｐ Ｅ 延 長

5 0ｍ を 想

定 し て い る 。 館 水 処 理 セ ン タ ー へ の 統 合を 検 討 し て い く と の こ と 。さ ら に 、 維 持 管 理 事 務 全 般の 一 元 化 （ 共 同 発 注 、 シ ステ ム 等 ）  、 災 害 時 対 応 の 共同 化 （ 県 流 域 主 導 ） に つ いて も 進 め て い く も よ う 。工 場 の 増 築 を 行 う 。 施 工 は池 田 工 業 ㈱ （ 千 葉 県 千 葉市 ）  。 ５ 月

3 0日
完 了

予 定 。

　
建 設 地 は 龍 ケ 崎 市 向 陽 台

５

－ ６

－ ２ 、

－ ３ で つ く ば

の 里 工 業 団 地 内 。 増 築 規 模は Ｓ 造 ２ 階 建 て ２ １ ９ ０㎡ 。 最 高 高 さ は

1 1・ ８ ４ ３

ｍ 。 設 計 は ㈱ 樹 一 級 建 築 士事 務 所 （ 神 奈 川 県 相 模 原市 ）  。［ 本
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午 前

午 後
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午 後
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き ょ う

の
動 向

水 戸 土 木 所 長常 陸 大 宮 土 木 所 長大 子 工 務 所 長潮 来 土 木 所 長土 浦 土 木 所 長筑 西 土 木 所 長常 陸 太 田 工 事 所 長高 萩 工 事 所 長鉾 田 工 事 所 長竜 ケ 崎 工 事 所 長常 総 工 事 所 長境 工 事 所 長

●●○○●○○○○○●○
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部 長次 長 （ 事 ）次 長 （ 技 ）都 市 局 長港 湾 振 興 監企 画 監監 理 課 長用 地 課 長検 査 指 導 課 長道 路 建 設 課 長道 路 維 持 課 長河 川 課 長港 湾 課 長営 繕 課 長都 市 計 画 課 長都 市 整 備 課 長下 水 道 課 長建 築 指 導 課 長住 宅 課 長
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鹿 島 港 は 、 ち ょ う ど 高 度

経 済 成 長 期 の さ な か 、 急 速に 拡 大 し つ つ あ っ た 重 化 学工 業 の 受 け 皿 と し て 開 発 され ま し た 。 鉄 鋼 、 石 油 化 学等 の 素 材 型 産 業 を 中 心 と する 工 業 港 で あ る と 同 時 に 、現 在 は 全 国 的 に 見 て も ト ップ ク ラ ス の 飼 料 基 地 と し ての 一 面 も 有 し て い ま す 。　
鹿 島 臨 海 工 業 地 帯 の 玄 関

で あ る 鹿 島 港 の 入 り 口 には 、 水 深

2 2ｍ で

2 0万 ｔ 級 の

タ ン カ ー が 着 岸 で き る 、 鹿

島 石 油 ㈱ の 原 油 桟 橋 が あ りま す 。 石 油 化 学 コ ン ビ ナ ート の 最 も 風 上 に 位 置 し 、 石油 類 や 様 々 な 化 学 製 品 を 作る た め に 必 要 と な る 原 油 の輸 入 拠 点 で 、 コ ン ビ ナ ー トの 最 重 要 施 設 な の で す 。　
し か し な が ら 、 鹿 島 港 の

最 大 の 課 題 と な っ て い る 漂砂 の 影 響 に よ っ て 、 原 油 桟橋 が あ る 航 路 の 埋 没 が 激 しく 、 数 年 に 一 度 の 大 規 模 な航 路 浚 渫 が 必 要 と な っ て いま す 。 こ の 航 路 は 、 整 備 費

用 の

9 0％ を 受 益 者 が 負 担 す

る 、 企 業 合 理 化 促 進 法 の スキ ー ム に よ り 整 備 さ れ た もの 。 埋 没 対 策 （ 航 路 浚 渫 ）を 行 う 際 も 、 同 様 の ス キ ーム と さ れ て い ま す 。　
鹿 島 石 油 と し て は 、 数 年

に 一 度 、 浚 渫 の た め 数 億 円規 模 の 費 用 負 担 を 捻 出 し なけ れ ば な り ま せ ん 。 こ れ が企 業 経 営 を 圧 迫 し て い る ため 、 港 湾 管 理 者 で あ る 茨 城県 、 ま た は 施 設 管 理 者 で ある 国 で 、 よ り 多 く の 費 用 を負 担 し 埋 没 対 策 を 実 施 し てほ し い 、  と い う 旨 の 要 望 が 、幾 度 と な く 出 さ れ ま し た 。　
鹿 島 石 油 は 、 航 路 を 借 り

　
私 は 学 生 時 代 、  「 黒 部 ダ ム 」 を 題 材 と し た 石 原 裕

次 郎 主 演 の 映 画 「 黒 部 の 太 陽 」 を 見 な が ら 感 動 し たり し て お り ま し た 。 そ の 頃 、 全 国 か ら 集 ま っ て き た同 期 の 連 中 が 「 茨 城 県 で は 鹿 島 開 発 と い う 、 と て つも な い プ ロ ジ ェ ク ト を 進 め て い る 。 か っ こ い い な 」と 話 し て い る の を 聞 い て 、 大 い に 誇 ら し く 思 っ て おり ま し た 。

�

（
弊 社 Ｈ Ｐ ト ピ ッ ク ス に 掲 載

）

　
鹿 島 開 発 に よ る 鹿 島 臨 海

工 業 地 帯 に は 、 石 油 化 学 、鉄 鋼 、 飼 料 、 木 材 な ど 約 １７ ０ 企 業 が 立 地 し て お り ます 。 現 在 、 鹿 島 港 で は 水 深
1 0ｍ と ７ ・ ５ ｍ の 岸 壁 を 合

わ せ て ８ バ ー ス 備 え る 南 公共 埠 頭 に 加 え 、 北 公 共 埠 頭と 外 港 地 区 の 建 設 が 進 め られ て お り ま す 。　
私 は 平 成

1 4年 ４ 月 か ら 平

成

1 6年 ３ 月 の ２ カ 年 、 港 湾

課 長 と し て 鹿 島 港 に 関 わ るこ と に な り ま し た 。　
当 時 の 課 題 と し て 、 砂 が

航 路 に 流 入 す る た め 毎 年 浚

渫 を 繰 り 返 し て い た こ と など が あ り ま す 。 そ の 浚 渫 土の 置 き 場 、  浚 渫 土 砂 の 処 分 。

に 式 典 が 執 り 行 わ れ 、 無 事第 一 船 が 入 航 し た 時 は 非 常に 感 動 し 、 大 き な ロ マ ン を感 じ ま し た 。 そ の 後 、 第 ２バ ー ス 、 第 ３ バ ー ス が 供 用開 始 さ れ 、 ４ 年 後 に は 着 々と 準 備 を 進 め て い た 待 望 のガ ン ト リ ー ク レ ー ン も 供 用開 始 す る こ と が で き た の です 。　
そ れ か ら 、 課 題 と な っ て

い た 浚 渫 土 砂 の 処 分 に つ い

こ れ が い つ も 頭 を悩 ま せ て お り ま した 。 特 に 中 央 航 路の 浚 渫 に つ い ては 、 企 業 負 担 が 膨大 に な っ て し ま って い た の で す 。 企業 か ら の 要 望 が あり 、 何 度 も 何 度 も国 と 協 議 を 進 めて 、 少 し ず つ で すが 改 善 さ れ て い った の は 良 か っ た と思 い ま す 。　
船 舶 の 安 全 確 保

を 目 的 と す る 改 正 Ｓ Ｏ Ｌ ＡＳ 条 約 に 基 づ い て 、 港 湾 の保 安 対 策 や 、 日 立 港 の 座 礁船 な ど に 伴 う 港 湾 条 例 の 改正 を 実 施 し 、 不 良 船 舶 の 取締 り 強 化 な ど も 進 め て いき 、 大 い そ が し の ２ 年 間 でし た 。　
特 に 思 い 出 深 い の は 、 北

公 共 埠 頭 に 水 深

1 0ｍ の １

バ ー ス を 完 成 さ せ 、 供 用 を開 始 さ せ た こ と で す 。 盛 大

て 。 こ の 件 に 関 し て は 、 大き な お 金 を か け て い る ので 、 様 々 な 調 査 を し 、 塩 分が 抜 け た 浚 渫 土 を 条 件 付き ・ 有 料 で 販 売 し た り も しま し た 。 そ れ も 大 き な 思 い出 で す 。　
大 プ ロ ジ ェ ク ト の 鹿 島 開

発 に よ っ て 茨 城 県 は 大 き く発 展 し 、 今 が あ る の だ と 思い ま し た 。 そ の 基 幹 と な って い る の が 鹿 島 港 で あ り 、一 つ 一 つ 課 題 を 解 決 し な がら 、 今 後 と も 成 長 し て い くの だ な と 、 し み じ み 感 じ たり し て お り ま し た 。

い
ば ら き の

公 共 事 業

い
ば ら き の

公 共 事 業

〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜

県 土 木 部 港 湾 課 編 ①
い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

鹿 島 開 発 と 鹿 島 港 の お も い で

元 県 土 木 部 長
（ 当 時 ・ 県 土 木 部 港 湾 課 課 長 ）

元 県 企 業 局 次 長
（ 当 時 ・ 県 土 木 部 港 湾 課 係 長 ）

渡 邊 一 夫 氏 久 家 良 和 氏×

北 公 共埠
　
頭 第 一 船 入 航 に ロ マ ン

て い る 借 家 人 で あ る た め 、「 大 規 模 な 改 築 は 、 家 を 貸し て い る 家 主 が 費 用 を 工 面し て 行 う べ き な の で は な いか 」 と の 主 張 で し た 。 切 羽詰 ま っ た 現 実 と 熱 意 に 押 され 、 こ の 事 態 を な ん と か する べ く 、 県 と 国 土 交 通 省 は協 議 に 協 議 を 重 ね ま し た 。こ の 時 、 国 か ら 出 向 さ れ てい た 高 橋 港 湾 振 興 監 、 松 原港 湾 振 興 監 に も 、 大 変 ご 尽力 い た だ き ま し た 。　
そ し て 平 成

1 7年 度 に は 、

約

3 0年 ぶ り に エ ネ ル ギ ー ・

鉄 鋼 港 湾 制 度 の 改 正 が な され 、 水 域 施 設 整 備 の 受 益 者負 担 率 が 見 直 さ れ た の です 。 そ れ に よ り 、 負 担 率 は
9 0％ か ら

7 5％ に ま で 軽 減 さ

れ ま し た 。　
こ う し て 、 こ れ ま で 以 上

に 航 路 の 浚 渫 が 進 み 、 航 路水 深 の 確 保 が 図 ら れ る こ とと な り ま し た 。  こ れ に よ り 、大 型 船 舶 の 入 港 が 可 能 と なり 、 輸 送 効 率 と 船 舶 航 行 の安 全 性 の 向 上 に つ な が っ てい っ た の で す 。

� （ 島 津 就 子 ）

鹿 島 港

道 の 駅 「 い た こ 」

潮 来I C

久 家

　
良 和 （ く げ

　

よ し か ず ）１ ９ ６ ３ 年 １ 月

1 5日

生 ま れ 。

6 0歳 。 １ ９

８ ８ 年 ４ 月 に 初 入 庁し 、 港 湾 課 に 配 属 とな っ た 。 そ の 後 は 港湾 課 長 、 技 術 管 理 統括 監 兼 検 査 指 導 課 長な ど を 経 て 、 ２ ０ ２３ 年 ３ 月 に 企 業 局 次長 で 定 年 を 迎 え た 。

大 型 船 舶 の 入 港 が 可 能

　
筑 西 市 は 、 公 共 下 水 道 事 業 経 営 戦 略

に つ い て 、 改 訂 を 行 っ た 。 計 画 期 間 は２ ０ ３ ２ 年 度 ま で の

1 0年 間 。 下 水 道 整

備 事 業 、 改 築 更 新 事 業 、 耐 水 化 対 策 事業 、 広 域 化 ・ 共 同 化 事 業 な ど を 進 め てい く 。 改 築 更 新 事 業 で は 、 下 館 水 処 理セ ン タ ー 、 砂 原 汚 水 中 継 ポ ン プ 場 を 対象 と し て 、

2 5年 度 ま で に 改 築 更 新 を 進

め る 。 広 域 化 ・ 共 同 化 事 業 で は 、 鷹 ノ巣 団 地 汚 水 処 理 施 設 を 廃 止 し 、 下 館 水処 理 セ ン タ ー に 統 合 す る 計 画 が あ り 、そ の 他 の 汚 水 処 理 施 設 も 同 様 に 廃 止 ・統 合 を 検 討 し て い る 。

公 共 下 水 道
経 営 戦 略

建 設 関 連 総 合 ニ ュ ー ス

代 表 取 締 役 会 長  野 口 　 幸 治
代 表 取 締 役 社 長  野 口 　 雅 利

〒 3 1 4 － 0 1 4 3 　 茨 城 県 神 栖 市 神 栖  4 － 5 － 3 1
T E L 0 2 9 9 － 9 2 － 5 8 8 1
F A X 0 2 9 9 － 9 2 － 1 9 8 8

下 館 水 処 理

セ ンタ ー

を 改 築 更 新

筑 西 市 が 1 0 年 ス パ ン で 実 施

龍 ケ 崎 市

第 二 調 理 場 解 体 へ 設 計
ジ ュ ン に業 務 委 託

工 事 は

2 4年 度 に 着 手

今 月 2 3 日 ま で 申 請 受 付

フ レ ー ム ワ ー ク を 試 行

常 総 国 道 ／ 東 関 道 水 戸 線

利 根 中 屋 体

 相 澤 建 築 が 設 計 担 当

2 4年 度 に 長 寿 命 化 改 良

利 根 町

１ ０ ６ 号 線山 尻 地 内

 指 名 で 第 ２ 四 半 期

約

9 0ｍ 区 間 を 歩 道 整 備

下 妻 市

住 宅 等 に 蓄 電 シ ス テ ム
設 置 費 用 の 一 部 助 成

五 霞 町

プ ラ イ ム デ リ カ

 施 工 は 池 田 工 業

龍 ケ 崎 工 場 増 築 へ配 水 管 布 設 替２ 四 半 期 発 注

《 常 総 市 》


